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ひょっとしてそれは詐欺かも？
～５月は消費者月間です～

◎問い合わせ　神埼市消費生活相談窓口（商工観光課　商工観光係）☎37-0107

消費者月間とは

平成31年度消費月間統一テーマ

　ともに築こう　豊かな消費社会　～誰一人取り残さない2019 ～

架空請求被害急増中！

　今回の統一テーマは、消費者が安全・安心で豊かに暮らすこと
ができる社会の実現に向けて、消費者、事業者、地方公共団体、
国などが、連携して行動することのきっかけとするために掲げら
れています。
　市の消費生活相談窓口では、消費生活トラブルに関する相談を
受けています。消費者月間である今回は、対処法をお知らせします。

　「消費者保護基本法（消費者基本法の前
身）」が昭和43年５月に施行されたことか
ら、その施行20周年を機に、昭和63年か
ら毎年５月が「消費者月間」とされました。

架空請求とは
　実際には利用したこと
のない架空のサービス利
用料金を請求し、金銭を
だまし取ろうとする詐欺
の手口です。請求手段は、
ハガキや電子メール、Ｓ
ＭＳなど多様で、支払方
法も口座への振込だけで
はなく、プリペイドカー
ドによる方法や詐欺業者
が消費者に「支払番号」
を伝えてコンビニのレジ
で支払わせる方法などが
あります。

近年、電話での詐欺も増えています
電話での詐欺を防ぐ

３つの対策！
①留守番電話を利用しよう！
　犯人は録音されることを嫌います。また、一度留
守番電話を受けることで、電話の内容を冷静に聞く
ことができます。
②非通知着信を拒否しよう！
　ニセ電話の多くは非通知でかかってきます。非通
知の着信を拒否することで、だまされるリスクを減
らすことができます。
③電話でお金の話は詐欺！電話を切りましょう！
　「かけ直すので電話番号を教えてください」と伝え
て、まずは電話を切りましょう。ニセ電話の場合、
長時間話をするほど相手の思うツボです。電話を切っ
て、家族や友人、警察に相談しましょう。お子さん
やお孫さんなど親戚の番号を書き留めておき、番号
を確認することも効果的です。

ハガキやメールで
身に覚えのない請求が届いたら

市内でも架空請求の被害が増えています。身に覚えのない請求には、お気をつけください。
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神埼市消費者セミナー

５月９日（木）13:30 ～
会場：神埼市中央公民館
　消費者トラブルの対処法を伝授します。ぜひご参加ください。

不審に思ったときは188にご連絡を！

　市の消費生活相談窓口にも多くの相談が寄せ
られています。お気軽にご相談ください。
　神埼市での相談案件は、架空請求や訪問販売、
通信販売など多種多様です。

　電話相談だけでなく、地域のつながりを持つことでも消費者ト
ラブルを防ぐことにつながります。

困ったときは早めに相談を！

　多重債務や日常の消費生活全般につ
いての相談・情報提供の場として、消
費生活相談窓口を設けています。困っ
たときはひとりで悩まず、ご相談くだ
さい。〈相談無料・秘密は厳守します〉

神埼市消費生活相談窓口
（商工観光課　商工観光係）
※毎週火・金曜日 受付

☎37-0107

佐賀県消費生活センター
※土曜・日曜・祝日も相談可

☎24-0999

神埼警察署 ☎52-2114

佐賀県警察相談室 ☎26-9110

連携

連携 連携

参加無料

消費者ホットライン

☎ １８８
最寄りの相談窓口につながります
毎日９時～ 17時
土・日・祝日も受付
※通話料金の負担があります。
　（相談無料）

地域のつながりで未然防止

〔地域〕
　こまめに声をかけ合
い、消費者トラブルの情
報を共有し、警戒するよ
うにしましょう。

〔家族〕
　こまめにコミュニケー
ションをとり、様子を確
認しましょう。

民生委員・ケアマネージャー・
ヘルパー・市の相談窓口
　いつもと様子が違うときは、早
めの相談をうながしましょう。

神埼市での相談件数

50

100

150

200
（件）

平成28年

85件

178件

平成29年 平成30年

158件

相談窓口があります。困ったときは一人で悩まずにご相談ください。

自
力
で
解
決
し
よ
う
と
せ
ず
に

相
談
す
る
こ
と
が
大
切
だ
ワ
ン

１
８
８
で

つ
な
が
る
ニ
ャ
ン
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【用語解説】
自主財源…市が自主的に調達できる収入
依存財源…国、県から交付される財源や地
方債のこと
地方交付税…全国すべての市町村が等しく
行政サービスを提供できるよう国から交付
されるもの
地方債…市が財政上必要とする資金を外部
から借入れるもの
国庫･県支出金…特定の事業に対する国･県
からの補助金など
繰入金…これまで積み立てた基金などから
繰り入れる財源

【用語解説】
義務的経費…支出が義務づけられ毎年支出
しなくてはならない経費
投資的経費…道路、学校、公共施設の建設
や大規模改修など社会資本の整備にかかる
経費
扶助費…社会保障制度の一環として生活困
窮者や身体障がい者などの生活を維持する
ために支出される経費
補助費等…市から他の地方公共団体など
に、行政上の目的で交付される経費
普通建設事業費…道路、橋梁、学校など
公共施設の建設事業にかかる経費

国・県支出金など依存財源が７割
　最終予算は、前年度と比較して大幅に減少しました。自主財源が30.4％に対し依存財
源は69.6％、市の行政サービスの多くは地方交付税や国・県支出金などの依存財源で賄
われている状況です。中でも、地方交付税が28.7％、国庫支出金が9.9％で歳入全体の
約４割を占めています。
　今後も、地方交付税が減少するなど、厳しい財政状況が予想されます。自主財源の確
保と、歳入に見合った歳出規模を基本とすることが重要になります。

投資的経費が３割減少
　「義務的経費」が対前年度比2.6％の減少、「投資的経費」が対前年度比34％減少しま
した。扶助費は、障がい者サービスや子育て支援施策などの推進で増加傾向にあります。
普通建設事業費は、新庁舎建設事業や脊振町複合施設建設事業など大型事業の進捗で、
全体の18.5％を占めています。また、今後、道路橋梁や各施設の老朽化対策などにかか
る費用も増加することが見込まれます。

　市民の皆さんに納めていただいた税金がどのように使われているか、市の財政状況がどのような状況にあるのか
をお知らせするため、財政事情を公表します。

平成30年度　一般会計　
　歳入・歳出　最終予算額　１６５億９, ４９７万３千円　

歳入

歳出

神埼市の財政事情
◎問い合わせ　財政課　財政係　☎37-0101

歳入

地方税
33億2,990万4千円

地方税
33億2,990万4千円 分担金・負担金

1億1,492万5千円
分担金・負担金
1億1,492万5千円

使用料・手数料
2億5,890万1千円
使用料・手数料
2億5,890万1千円

繰入金
5億272万7千円
繰入金
5億272万7千円
繰越金
1億9,828万1千円
繰越金
1億9,828万1千円

寄附金・財産収入・諸収入
6億4,022万7千円
寄附金・財産収入・諸収入
6億4,022万7千円

地方譲与税
1億5,000万1千円
地方譲与税
1億5,000万1千円

各種交付金
6億2,158万5千円
各種交付金
6億2,158万5千円

地方交付税
47億5,823万1千円
地方交付税

47億5,823万1千円

依存財源
69.6％
依存財源
69.6％

自主財源
30.4％
自主財源
30.4％

国庫支出金
16億2,699万円
国庫支出金
16億2,699万円

県支出金
13億9,420万1千円

県支出金
13億9,420万1千円

地方債
29億9,900万円

地方債
29億9,900万円

歳出

人件費
22億5,417万5千円

人件費
22億5,417万5千円

扶助費
29億2,140万2千円

扶助費
29億2,140万2千円

義務的経費
42.2％
義務的経費
42.2％

投資的経費
19.5％
投資的経費
19.5％

その他経費
38.3％
その他経費
38.3％

公債費
18億2,554万8千円

公債費
18億2,554万8千円

普通建設事業費
30億7,666万4千円
普通建設事業費
30億7,666万4千円

物件費
15億3,481万3千円

物件費
15億3,481万3千円

維持補修費
6,454万6千円
維持補修費
6,454万6千円

補助費等
24億2,634万円
補助費等

24億2,634万円

災害復旧事業費
1億5,280万3千円
災害復旧事業費
1億5,280万3千円

投資及び出資金・貸付金
3,200万円

投資及び出資金・貸付金
3,200万円

繰出金
16億2,259万5千円

繰出金
16億2,259万5千円

積立金
6億6,408万7千円

積立金
6億6,408万7千円

予備費　2,000万円予備費　2,000万円
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総務企画部
・行政区看板改修事業	 1,699万円
・新庁舎建設事業� 8億8,504万円
・脊振町複合施設建設事業� 7億5,092万円
・ふるさと納税推進事業� 1億2,312万円
・市長市議会議員選挙費� 2,120万円

産業建設部
・さがの米・麦・大豆競争力強化対策事業� 1,696万円
・多面的機能支払交付金事業� 1億9,257万円
・農業基盤整備促進事業� 3億2,090万円
・道路橋梁新設改良事業（社会資本整備総合交付金）
� 2億3,022万円
・神埼市魅力発信事業� 1,221万円

市民福祉部
・障害者自立支援給付事業� 6億9,424万円
・私立・管外保育所等運営事業	 6億7,658万円
・小・中学校、高校生等医療費助成事業
� 6,619万円
・扶助費（生活保護費）� 2億8,610万円
・予防接種事業� 8,501万円

教育委員会
・教育ICT管理事業 � 2,386万円
・神埼市小中学校英語教育推進事業� 2,600万円
・神埼小学校体育館改修事業（防災機能強化）
� 9,853万円
・放課後児童クラブ事業 � 3,773万円
・自治公民館建設事業補助金 � 1,538万円

平成30年度一般会計の主な事業

特別会計最終予算の状況

地方債（借金）の状況
　平成30年度の最終予算後の地方債（市債）残高は約237億7千9百万円です。

基金（貯金）の状況

　特別会計とは、特定の収入（国民健康保険税や下
水道使用料）で事業の支出が賄われている会計で、
30年度末現在で５会計あります。
　なお、下水道事業特別会計には、公共下水道事業の
ほかに農業集落排水事業、特定地域生活排水事業が
含まれ、長期計画の下、各事業が進められています。

※市債残高には、合併特例事業債や過疎対策事業債など地方交付税で後年度
財源措置されるものがあるため、今後も有効かつ効果的な地方債（市債）
を活用した財政運営に努めます。

（単位：千円）

会　　　　　計　　　　　別
合　　　計

一般会計 下水道事業特別会計 簡易水道特別会計 診療所会計
平成29年度末残高 15,556,241 6,286,147 4,938 22,589 21,869,915

平成30年度末残高見込 16,839,665 6,794,714 4,245 141,167 23,779,791
増減額 1,283,424 508,567 △ 693 118,578 1,909,876

　平成30年度の最終予算後の基金残高は約68億3千7百万円です。� （単位：千円）

内　　　　　容 平成29年度末
残高

平成30年度末
残高見込

一
般
会
計

財政調整基金 長期的な財源調整を行うための基金 2,727,546 2,742,246
減債基金 市債償還に必要な財源を確保するための基金 483,043 483,910

特定目的基金 地域振興等特定の目的のために積立てる基金 2,742,726 3,046,051
小　　　計 5,953,315 6,272,207

特
別
会
計

国民健康保険財政調整基金 国民健康保険事業の財源調整を行うための基金 30,018 127,151
下水道事業基金 下水道事業の健全な運営に資するための基金 412,785 437,776
簡易水道基金 簡易水道事業の健全な運営に資するための基金 19 43
小　　　計 442,822 564,970

合　　　　　計 6,396,137 6,837,177

区　　　　分 平成30年度最終予算額
国民健康保険事業特別会計 38億2,552万1千円

国民健康保険診療所特別会計 2億1,396万3千円
後期高齢者医療特別会計 4億2,941万2千円

簡易水道特別会計 465万3千円
下水道事業特別会計 19億1,975万9千円

〔借金〕
市民１人当たり
約75万円

〔貯金〕
市民１人当たり
約22万円
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市長の部屋

第
２
次
神
埼
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り（
産
業
建
設
部
）

　

今
回
は
産
業
建
設
部
に
か
か

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
い

た
し
ま
す
。

　

第
２
次
神
埼
市
総
合
計
画
“
幸

せ
つ
な
ご
う 

か
ん
ざ
き
～
み
ん

な
で
支
え
合
い
、
誇
り
と
笑
顔
あ

ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
～
”
の

実
現
に
向
け
て
、
産
業
建
設
部
が

取
り
組
む
事
業
（
抜
粋
）
は
、
左

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

行
政
の
第
一
義
は
、
今
ま
で
訴
え

て
き
た
“
地
域
の
安
全
安
心
”
で
あ

り
、
そ
れ
は
今
後
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。
天
井
川
の
城
原
川
と
田
手
川
を

有
す
る
神
埼
市
は
、
天
井
川
ゆ
え
の

恩
恵
と
と
も
に
そ
の
被
害
も
受
け
て

ま
い
り
ま
し
た
。
佐
賀
東
部
導
水
路

の
整
備
に
よ
る
灌
漑
用
水
へ
の
課
題

は
解
消
し
た
も
の
の
、
治
水
対
策
は

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
あ
り

ま
す
。

　

神
埼
市
の
城
原
川
ダ
ム
建
設
整
備

は
い
よ
い
よ
本
格
化
し
て
き
ま
し

た
。
振
り
返
る
と
昭
和
36
年
に
「
水

資
源
開
発
促
進
法
」
が
制
定
さ
れ
た

こ
と
で
、
昭
和
41
年
に
国
で
筑
後
川

水
系
水
資
源
開
発
基
本
計
画
（
第
一

次
フ
ル
プ
ラ
ン
）
な
る
も
の
が
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て

昭
和
46
年
に
脊
振
村
の
①
服
巻
ダ
ム

②
一
番
ヶ
瀬
ダ
ム
③
広
滝
ダ
ム
④
広

滝
下
流
ダ
ム
⑤
小
原
ダ
ム
（
現
城
原

川
ダ
ム
）
の
予
備
調
査
が
始
ま
っ
た

よ
う
で
す
。
そ
の
後
は
、
地
元
住
民

の
方
に
よ
る
「
城
原
川
ダ
ム
建
設
反

対
等
同
盟
」
が
発
足
（
昭
和
60
年

４
月
）、
佐
賀
東
部
水
道
企
業
団
運

営
協
議
会
で
水
不
要
を
決
議
（
平

り
で
あ
り
、
平
成
29
年
12
月
22
日
の

閣
議
決
定
に
よ
る
30
年
度
予
算
が

「
城
原
川
ダ
ム
建
設
事
業
費
５
・
３

億
円
」
に
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、

建
設
段
階
に
移
行
さ
れ
、
平
成
31
年

度
予
算
額
６
・
９
億
円
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
い
よ
い
よ
城
原

川
ダ
ム
建
設
に
よ
る
影
響
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
べ
く
緩
和
し
、
ま
た
、

そ
の
効
果
を
最
大
に
活
か
し
、
水
没

予
定
地
域
や
周
辺
地
域
の
振
興
に
結

び
つ
け
る
た
め
、
そ
の
計
画
策
定
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

【
約
６
９
０
万
円
】

　

次
に
、
市
営
住
宅
の
老
朽
化
に
よ

る
建
設
整
備
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

成
13
年
３
月
）
さ
れ
る
と
と
も
に
神

埼
町
３
区
長
会
（
神
埼
・
西
郷
・
仁

比
山
）
が
「
城
原
川
ダ
ム
建
設
反
対

決
議
文
」
を
国
土
交
通
省
お
よ
び
佐

賀
県
に
提
出
（
平
成
13
年
５
月
）
さ

れ
る
な
ど
建
設
反
対
の
声
が
発
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
千
代
田
町
が

「
城
原
川
ダ
ム
建
設
推
進
の
意
見
書
」

を
国
土
交
通
省
お
よ
び
佐
賀
県
に
提

出
（
平
成
13
年
８
月
）
さ
れ
、
賛
否

両
意
見
が
あ
り
、
佐
賀
県
知
事
は
そ

の
態
度
を
決
し
が
た
く
、
国
・
県
・

地
元
に
よ
る
城
原
川
流
域
委
員
会
が

発
足
（
平
成
15
年
11
月
）
さ
れ
、
平

成
16
年
11
月
ま
で
の
間
に
13
回
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
「
城
原
川

首
長
会
議
」
が
発
足
（
平
成
16
年
12

月
）、
平
成
17
年
５
月
ま
で
に
11
回

が
開
か
れ
、
知
事
は
城
原
川
流
域
の

治
水
は
「
ダ
ム
手
法
に
よ
ら
ざ
る
を

得
な
い
」
と
の
こ
と
を
正
式
に
国
に

申
し
入
れ
、
平
成
17
年
８
月
９
日
に

国
・
県
・
脊
振
村
お
よ
び
水
没
３
団

体
代
表
者
に
よ
る
「
城
原
川
ダ
ム
詳

細
調
査
に
関
す
る
協
定
書
」
へ
の
調

印
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
の
変
遷
経
緯
に
つ
い
て
は

市
報
等
で
お
知
ら
せ
し
て
き
た
と
お

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
こ
と
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
困
窮
者
へ
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
き
た
公
営
住
宅
は
、
築

年
数
の
経
過
と
と
も
に
老
朽
化

が
目
立
つ
こ
と
と
、
家
族
構
成

の
変
化
や
生
活
様
式
の
多
様
な

変
化
に
伴
う
住
宅
の
有
り
様
に

も
変
化
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
第

２
次
総
合
計
画
の
基
本
理
念
で

あ
る
「 

“
幸
せ
”
感
じ
る
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
基
本
方

針
の
「 

“
神
埼
市
”
で
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
、
暮
ら
し
た
く
な
る
環

境
を
つ
く
る
」
に
基
づ
き
、
公

営
住
宅
建
替
等
基
本
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
に
取

り
組
み
ま
す
。
こ

れ
は
、
公
営
住
宅

に
必
要
な
機
能
を

整
理
し
、
建
て
替

え
や
住
戸
改
善
な

ど
の
長
寿
命
化
に

つ
い
て
の
整
備
方

針
、
建
設
場
所
、

住
宅
規
模
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
事
業

費
等
を
定
め
る
も

の
で
す
。

�【
約
５
０
０
万
円
】

区分 事業名 区分 事業名

新規 城原川ダム事業関連地域振興
計画策定事業 新規 公営住宅建替等基本計画策定

業務

新規 王仁博士顕彰公園利活用事業 継続 農業委員会事業

継続 農業基盤整備促進事業 継続 森林整備事業

継続 神埼市魅力発信事業 継続 企業立地支援対策事業

継続 神埼市縦断幹線道路整備事業 継続 下水道整備事業

団地名 戸数 建設年度
（築年数） 構造

本堀 48 S45 ～ 50
（47 ～ 44年） 準耐火

右原 72 S51 ～ 56
（43 ～ 38年） 中層耐火

西小津ヶ里 50 S61 ～ H4
（33 ～ 27年） 木造

下神代 1 S36
（58年） 木造

姉
45 S48 ～ 50

（46 ～ 44年） 準耐火

4 S54
（40年） 中層耐火

東野ヶ里 56 S55 ～ 57
（39 ～ 37年） 中層耐火

井上 18 S54
（40年） 中層耐火
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ま
た
、
昨
年
８
月
５
日
に
開
園

し
た
『
王
仁
博
士
顕
彰
公
園
』
は
、

建
設
す
る
こ
と
が
最
終
目
的
で

は
な
く
、
こ
の
施
設
を
い
か
に
活

用
し
て
、
市
の
活
性
化
に
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ
り
ま

す
。
市
当
局
で
も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
が
、
市
民
の
方
や
多
く
の

事
業
者
の
方
々
が
利
用
を
考
え
、

使
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
に
王
仁

博
士
顕
彰
公
園
利
活
用
事
業
と

し
て
、
①
観
光
客
誘
致
Ｐ
Ｒ
（
商

談
会
参
加
、旅
行
代
理
店
訪
問
等
）

事
業
②
王
仁
博
士
顕
彰
公
園
利

活
用
実
行
委
員
会
（
仮
称
）
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
実
施
支
援
事
業
（
日

韓
文
化
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

韓
国
魅
力
発
見
講
座
）
③
王
仁
博

士
顕
彰
席
書
会
の
開
催
を
計
画

し
て
い
ま
す
。�【
約
３
７
０
万
円
】

　

な
お
、
以
下
の
継
続
事
業
に
つ

い
て
は
さ
ら
な
る
拡
充
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

・
市
有
林
整
備
事
業

�

【
約
３
，５
２
５
万
円
】

・
さ
が
園
芸
生
産
８
８
８
億
円
推
進

事
業�

【
約
３
，５
０
５
万
円
】

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

事
業�

【
約
４
，３
５
３
万
円
】

・
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業	

【
約
２
億
５
４
５
万
円
】

・
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業

�

【
約
１
億
８
，３
５
０
万
円
】

・
神
埼
市
魅
力
発
信
事
業

�

【
約
１
，７
８
０
万
円
】

・
道
路
橋
梁
新
設
改
良
事
業

　
（
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
）

【
約
１
億
９
，３
５
０
万
円
】

・
交
通
安
全
施
設
費

�

【
約
１
，３
３
０
万
円
】

・
公
共
下
水
道
新
設
改
良
（
管
渠
）

お
よ
び
公
共
下
水
道
処
理
場
改
良

（
浄
化
セ
ン
タ
ー
）
費

�

【
約
12
億
５
２
０
万
円
】

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
詳
し
く

知
り
た
い
方
は
、
産
業
建
設
部
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
神
埼
市
長
松
本
　
茂
幸

市長交際費の公表
（平成31年３月分）

項目 件数 支出額（円）
弔　慰 ０ 0
御　祝 ３ 9,360
激　励 0 0
会　費 0 0
見舞い 0 0
その他 １ 9,300
計 ４ 18,660

夜の市長室 どんなことでも構いません。
　皆さまの声をお聞かせください！

◎問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎37-0088

　○今後の予定
と　き ところ

５月７日（火） 神埼市役所
６月４日（火） 千代田支所

18：00 ～ 20：00（１組30分程度）
当日は来庁順です。

※お住まいの地区に関係なくお
越しいただけます。

※荒天などの場合は、開催の有
無をお問い合わせください。

　４月の脊振支所開催分には、
４組４人が来庁されました。

　
　

　
　

行
政
相
談
委
員
の
紹
介

声
の
市
報
か
ん
ざ
き

◎
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

秘
書
広
報
係　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

秘
書
広
報
係　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

　

総
務
大
臣
に
委
嘱
さ
れ
た
、
行

政
相
談
委
員
が
行
政
に
つ
い
て

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
22
ペ
ー

ジ
）

　

４
月
１
日
付
け
で
、
新
し
く

行
政
相
談
委
員
に
就
任
さ
れ
た

方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
が

市
報
の
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う

Ｃ
Ｄ
版
「
声
の
市
報
か
ん
ざ
き
」

を
希
望
者
に
配
布
し
ま
す
。
ご

家
族
や
お
知
り
合
い
の
方
で
、

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
に
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　

市
内
在
住
で
視
覚
障
が
い
の

あ
る
希
望
者

○
配
布
す
る
Ｃ
Ｄ

　

印
刷
物
を
読
む
こ
と
が
困
難

な
方
の
た
め
に
開
発
さ
せ
た
デ

ジ
タ
ル
録
音
図
書
の
国
際
標
準

規
格
（
デ
イ
ジ
ー
版
）
の
Ｃ
Ｄ

で
す
。
占
用
の
デ
イ
ジ
ー
再
生

機
器
や
パ
ソ
コ
ン
に
専
用
の
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
て
再
生
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

デ
イ
ジ
ー
再
生
機
器
の
費
用
負
担

　

デ
イ
ジ
ー
再
生
機
器
の
購
入

に
つ
い
て
は
、
日
常
生
活
用
具

の
給
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
高
齢
障
が
い
課
（
☎
３
７

‐
０
１
１
１
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
退
任

・
杠 

繁
美
（
神
埼
町
）

・
實
松 

清
典
（
千
代
田
町
）

・
倉
谷 

勝
英
（
脊
振
町
）

福嶋 典博
（神埼町）

佐藤 広
（千代田町）

真島 満
（脊振町）


